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１９６４年８月第６５回那覇市議会（臨時会）会議録目次




招集告示

第６１回上程案件

第８８号議案　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

第８９号議案　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

第９０号議案　議決された議案内容の一部変更について

第９１号議案　第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

第９２号議案　字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて

第９３号議案　専決処分の承認を求めることについて

第９４号議案　専決処分の承認を求めることについて

第９５号議案　専決処分の承認を求めることについて

第９６号議案　専決処分の承認を求めることについて

第９７号議案　専決処分の承認を求めることについて

第９８号議案　西新町３丁目の区域を変更することについて

報告　　　　　１９６４年度那覇市予算繰越計算書について

〃　　　　　　１９６４年度那覇市土地区画整理事業寄宮地区特別会計予算の繰越について

〃　　　　　　１９６４年度那覇市継続費繰越計算書について

〃　　　　　　１９６４年度那覇市水道事業特別会計予算繰越計算書について

決議案第１８号　与儀公園用地の確保に関する要請決議

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

第６５回上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○　出欠議員氏名

○　市町村自治法第６１条による出席者

○　議会事務局出席者

○　議事日程

○　本日の会議に付した事件

○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定

○　議案上程・提案理由の説明

建設部長（第８８号公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて）

（第８９号公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて）

○　質疑

２番　　森田孟松議員

答弁　　建設部長

２番　　森田孟松議員

答弁　　住宅建設課長

３番　　又吉久正議員

答弁　　建設部長

２番　　森田孟松議員

答弁　　建設部長

　〃　　第二助役

２２番　黒潮隆議員

答弁　　第二助役

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

（第９０号議決された議案内容の一部変更について）

○　質疑

２１番　金城吾郎議員

答弁　　建設部長

３番　　又吉久正議員

答弁　　建設部長

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

建設部長（第９１号、第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて）

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

企画部長（第９２号、字天久樋川原及び上之屋西寺原の区域を変更することについて）

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

企画部長（第９３号、専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑

２番　　森田孟松議員

答弁　　建設部長

２２番　黒潮　隆議員

答弁　　建設部長

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

企画部長（第９４号、専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑

２２番　黒潮　隆議員

答弁　　建設部長庶務課長

２１番　金城吾郎議員

答弁　　建設部長

２１番　金城吾郎議員

答弁　　企画部長

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

建設部長（第９５号、専決処分の承認を求めることについて）

（第９６号、専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑

３番　　又吉久正議員

答弁　　市長

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

総務部長（第９７号、専決処分の承認を求めることについて）

○　表決

○　議案上程・提案理由の説明

企画部長（第９８号、西新町３丁目の区域を変更することについて）

○　表決

○　動議（日程追加、緊急質問）

１番　　大山盛幸議員

答弁　　第一助役

○　動議（日程追加、養成決議）

２４番　赤嶺慎英議員

２１番　金城吾郎議員

○　表決

２番　　森田孟松議員

答弁　　第二助役

○　委員会付託

○　閉会








那覇市告示第９２号




　第６５回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。




那覇市長　　　西銘順治




記

１．招集日時　　１９６４年８月１７日（月）午前１０時

２．場所　　　　那覇市議会会議室

３．付議事件

　１．公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

　２　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

　３　議決された議案内容の一部変更について

　４　第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

　５　字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて

　６　専決処分の承認を求めることについて

　７　専決処分の承認を求めることについて

　８　専決処分の承認を求めることについて

　９　専決処分の承認を求めることについて

１０　専決処分の承認を求めることについて

１１　西新町３丁目の区域を変更することについて














１９６４年８月







第65回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件







議案第８８号




公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて




第２種公営住宅建設用地の売買契約を次のとおり結ぶものとする。




１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治




記




１　契約の目的　　　公営住宅建設用地を取得するため。

２　契約の方法　　　随意契約

３　土地の表示　　　那覇市字宇栄原久真安良原５８５番ほか、４筆

４　取得坪数　　　　１，４９５坪

５　契約金額　　　　１３，６０４．ドル５０セント（坪当たり９ドル１０セント）

６　契約の相手方　　那覇市字宇栄原１１９番地　仲村善三

（提案理由）

　１９６２年１０月那覇市条例第２５号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第５条第２項によりこの案を提出する。





土地売買仮契約書

　土地の売買について那覇市字宇栄原１１９番地仲村善三（以下「乙」という）と那覇市（以下「甲」という。）との間に次の仮契約を締結した。

第１条　乙は末尾記載の土地（以下「本件土地」という。）を甲に売渡すものとする。

乙は、土地台帳によつて確認された本件土地の地積が実測によつて相違を生じた場合でも異議を申し立てないものとする。

第２条　本件土地の売買代金は１３，６０４ドル５０セントとする。（坪当り９ドル１０セント）

第３条　売買代金は、土地所有権移転登記を完了したとき、乙の請求により甲が支払う。

第４条　この契約による土地の売買について第三者が異議を申し出たときは、乙が責任をもつて解決する。

第５条　乙は甲から売買代金受領以前に所有権移転登記に必要ないつさいの書類を本契約締結後遅滞なく甲に引き渡すものとする。

第６条　この契約の締結および前条に規定する登記の申請については、乙が前提登記の申請をなし、甲は所有権移転の登記手続きをなす。

第７条　売買土地の公租公課については、この契約締結の日の前日までの原因で発行された徴税令書、納税告知書などによるものは乙の負担とする。

第８条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときは、この契約書をもつて本契約書とす。

上記契約を証するため本書２通作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通を所持するものとする。




１９６４年８月１３日




甲　那覇市代表者市長　西銘順治




乙　那覇市字宇栄原１１９番地　仲村善三




土地の表示

那覇市字宇栄原久真安良原




５８５番　山本　　　　９５坪

６０９番　原野　　　　８７〃

６１０番　 〃 　　　　６８〃

615番の2　 畑 　　　３０２〃

我半田原８１４番　 〃 　　　９４３〃　

合計　　１．４９５坪

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第８９号




公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて




　第１種公営住宅建設用地の売買契約を次のとおり結ぶものとする。




１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘　順治

記

１　契約の目的　　　公営住宅建設用地を取得するため。

２　契約の方法　　　随意契約

３　土地の表示　　　那覇市字宇栄原久真安良原５８１番ほか、２筆

４　取得坪数　　　　畑　　２．２９７坪

５　契約金額　　　　２０．９０２．ドル７０セント（坪当たり９ドル１．０セント）

６　契約の相手方　　那覇市字小禄８９５番地の５　平良　善次郎




（提案理由）

　１９６２年１０月那覇市条例第２５号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条２項によりこの案を提出する。

土地売買仮契約書

　土地の売買について那覇市字小禄８９５番地の５平良善次郎（以下「乙」という。）と那覇市（以下「甲」という。）との間に次の仮契約を締結した。

第１条　乙は末尾記載の土地（以下「本件土地」という。）を甲に売渡すものとする。

乙は、土地台帳によつて確認された本件土地の地積が実測によつて相違を生じた場合でも異議を申し立てないものとする。

第２条　本件土地の売買代金は２０．９０２ドル７０セントとする（坪当り９ドル１０セント）

第３条　売買代金は、土地所有権移転登記を完了したとき、乙の請求により甲が支払う。

第４条　この契約による土地の売買について第三者が異議を申し出たときは、乙が責任をもつて解決する。

第５条　乙は甲から売買代金受領以前に所有権移転登記に必要ないつさいの書類を本契約締結後遅滞なく甲に引き渡すものとする。

第６条　この契約の締結および前条に規定する登記の申請については乙が前提登記の申請をなし、甲は所有権移転の登記手続きをなす。

第７条　売買土地の公租公課については、この契約締結の日の前日までの原因で発行された徴税令書、納税告知書などによるものは乙の負担とする。

第８条　この契約書は後日議決を得たときに有効とし、議決を得たときは、この契約書をもつて本契約書とする。

上記契約を証するため本書２通作成し、甲乙記名押印のうえ各自その１通を所持するものとする。

１９６４年８月１３日

甲　　那覇市

代表者　市長　西銘順治




乙　　那覇市字小禄８９５番地の５

平良善次郎




土地の表示

那覇市字宇栄原久真安良原

５８１番　　畑　　１，６０９坪

５８７〃　　〃　　　　９０〃

６１２〃　　〃　　　５９８〃

合計　　２．２９７坪

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第９０号

議決された議案内容の一部変更について

　１９６２年９月２１日原案可決になつた第７２号議案の内容の一部を別紙のとおり変更するものとする。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　議案可決後１９６２年１２月に琉球政府へこの埋立免許申請をしたが、その内容の字名および埋立面積が相違しているので、その内容の一部を変更するため、この案を提出する。

松川坂下河川改修に伴う公有水面の埋立ての内容一部変更について

１　議案第７２号本文中「松川後原」とあるのを、「松川二又原」に改める。

２　公有水面埋立計画書第１項埋立ての位置及び面積中「松川後原」とあるのを「松川二又原」に、「面積１，００８，７９７平方メートル、道路の占有する部分０、宅地の占有する部分１，００８，７９７平方メートル」とあるのを「面積８８０．６７平方メートル、道路の占有する部分５１．４６平方メートル、宅地の占有する部分８２９．２１平方メートル」にそれぞれ改める。

３　同計画書第４項中「松川後原地内」とあるのを、「松川二又原地内」に改める。

議案第７２号

写

松川坂下の河川改修工事に伴う公有水面の埋め立てについて

　松川後原の河川改修工事に伴い別紙計画書のとおり公有水面を埋め立てるものとする。

１９６２年９月１９日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　河川改修工事により河川区域が変更されたので、旧河川を埋め立てて宅地を造成するため、この案を提出する。

１９６２年９月２１日　　　原案可決

那覇市議会議長　高良一




公有水面埋立計画書

１　埋立の位置及び面積

那覇市字松川後原２９１の３，２９４の１２番地先安里川上流

面積　　１，００８．７９７平方メートル

道路の占有する部分　　０

宅地の占有する部分　　１，００８，７９７平方メートル

２　埋立ての目的

河川改修工事により河川区域が変更されたので、旧河川を埋立てて宅地を造成する。

３　工事期間

１９６１年１０月３０日河川改修工事完成

４　埋立て予定地の状況

那覇市字松川後原地内又吉道路から茶湯崎付近までの旧河川

５　埋立て工事

河川改修工事に伴い残土で埋立てられた。

６　埋立て後の利用目的

新河川つぶれ地の地主に対し換地補償する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






議案第９１号

第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

　第３種市営住宅（田原）建築工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

記

１　契約の目的　　　第３種市営住宅建築工事

２　契約の方法　　　指名競争入札

３　工期　　　　　　議決の日から９カ月

４　契約金額　　　　５２．２００ドル

５　契約の相手方　　那覇市字宇栄原１２５４の４

田原建設代表者　上原　英雄

（提案理由）

　市場敷地の高度利用により市民生活の向上をはかるとともに住宅難緩和のため、市場併存住宅の建築工事について契約を結びたいので、この案を提出する。




（建庶契第８号）

工事請負仮契約書

１　件名　　　　　第３種市営住宅建築工事

２　請負金額　　　５２．２００ドル

３　工期　　　　　議決の日から９カ月

４　契約保証金　　　１，５５０ドル

５　支払場所　　　那覇市出納室

　上記工事の請負について那覇市長西銘順治（以下「甲」という。）と田原建設代表者上原英雄（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面、設計書および仕様書（現場説明等含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書の明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるとき、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書ならびに工程表を２部作成し、契約締結と同時に甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし、甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙はこの契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とはこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき、著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し、乙に対してその交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しのうえ支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分（現場にある検査材料含む）に対する部分払の請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を超えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は、甲に移転するがその危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属するべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の８以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　第１条に規定する期日に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際遅延日数１日につき未済または遅延部分に対する代価の１，０００分の３に相当する遅延違約金を控除して支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合、乙の提出した内訳書に基づき甲乙協議のうえ変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議のうえその契約の全部もしくは一部の解除内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合、乙が損害をこうむることがあつても甲はその責めを負わないものとする。

第１２条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときはこの仮契約書をもつて本契約とする。

第１３条　乙はこの契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか、那覇市工事その他の請負契約条例その他関係法規を適用するものとする。

第１４条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議のうえ定めるものとする。




　この契約を証するため本書２通作成し双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

１９６４年８月１３日




甲　　那覇市長　西銘順治




乙　　那覇市字宇栄原１，２５４の４

田原建設代表者

上原英雄




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






議案第９２号




字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて




　那覇市字天久地先にある公有水面埋立地２１１，５４３．５２平方メートルをそれぞれの接続する字天久樋川原および上の屋西寺原の区域に編入するものとする。




１９６４年８月１７日提出




那覇市長　西銘順治




記




字天久樋川原の区域に編入する面積　209,585.26平方メートル

字上之屋西寺原の区域に編入する面積　　1,958.26平方メートル




（提案理由）

　この埋立地は１９６４年８月１日づけで本市の区域に編入されており、これをさらに字天久樋川原及び字上之屋西寺原の区域に編入し、この区域を変更したいので、この案を提出する。




泊安謝間埋立見取図

[image: 画像]

告示第１５７号

　市町村自治法（１９５３年立法第１号）第３条第１項の規定により、次の所属未定地を那覇市の区域に編入する。

１９６４年８月１日

行政主席　大田政作

記

１　那覇市字天久３９４番地、３９５番地、３９６番地、３９７番地、１１６４番地、１１６７番地、１１７５番地、１１７６番地、１１７７番地、１１７８番地、１１８２番地、１１８４番地、１１８９番地、１１９４番地、１１９５番地及び１１９６番地の１地先公有水面埋立地

２１１，５４３．５２平方メートル

２　那覇市西新町３丁目８８番地、８８番地の１、　８８番地の２、９０番地、９１番地、９３番地、９４番地及び９５番地地先公有水面埋立地

７，６１０．７１平方メートル

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第９３号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　１９６４年度予算のうち、真和志６号線道路改修工事と久場川公営住宅道路、識名霊園およびガーブ川改修のそれぞれの事業に伴う用地買収については、１９６４年６月３０日までに事業を完了する予定であつたが、真和志６号線道路工事の場合は政府補助による事業で道路工事に伴う障害物件の移転が実施できず、設計変更について政府との調整等に日数に要したこと、用地買収については登記関係事務が遅れたことにより年度内の執行が見込めなくなり、また年度末で議会を招集する暇がなかつたため専決処分したので、この案を提出する。




専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により次のとおり専決処分する。

１９６４年６月３０日

那覇市長　西銘順治

記

　１９６４年度一般会計予算のうち、次の予算を１９６５年度に繰越すものとする。




[image: 画像]

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第９４号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し承認を求める。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　久茂地川沿線（東側）舗装工事については政府補助（民政府資金）を得て１９６５年度において実施するよう予算化したのであるが、１９６４年６月３０日までに債務負担行為をするよう民政府から指示があり、これの予算処置を予算外義務負担として契約を締結するため、また年度末で議会を招集する暇がなかつたため専決処分したので、この案を提出する。




専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により次のとおり専決処分する。

１９６４年６月３０日




那覇市長　西銘順治

記

　久茂地川沿線道路建設について予算外義務負担をするものとする。

１　予算外義務負担の目的　　久茂地川沿線道路建設

２　予算外義務負担の内容　　久茂地川沿線（東側）舗装工事請負契約の締結

３　予算外義務負担の限度　　３５，０００ドル

４　契約締結の年度　　　　　１９６４年度

５　支払いの年度　　　　　　１９６５年度

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第９５号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　本件については、市町村自治法第３６条第１項第１０号の規定により議会の議決事項となつているが、急を要したので議会を招集する暇がなく、専決処分したので、この案を提出する。

専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記のとおり専決処分する。

１９６４年７月１８日

那覇市長　西銘順治

記

　嘉手納村字嘉手納４７８番地崎浜秀善提訴にかかる中央巡回裁判所１９５９年(ワ)１５３号公有水面埋立工事金請求事件については、１９６４年６月３０日づけで判決がなされたが、その判決に対し、不服があるので、上告する。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






議案第９６号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

（提案理由）

　本件については市町村自治法第３６条第１項第８号の規定により議会の議決事項となつているが急を要したので議会を招集する暇がなく専決処分したので、この案を提出する。




専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

１９６４年７月１８日

那覇市長　西銘順治

記

　公有水面埋立工事金請求事件の上告に伴う委任弁護士の報酬について、予算外義務負担をするものとする。

１　予算外義務負担の目的　　公有水面埋立工事金請求事件の上告

２　予算外義務負担の内容　　公有水面埋立工事金請求事件の上告に伴う委任弁護士の報酬契約のため

３　予算外義務負担の限度　　１，３００ドル

４　契約締結の年度　　　　　１９６５年度

５　支払いの年度　　　　　　１９６５年度






議案第９７号

専決処分の承認を求めることについて

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により下記のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６４年８月１７日提出

那覇市長　西銘順治

記

　那覇市牧志町１丁目３４２番の１地先旧道に関する土地使用貸借権確認請求事件についての応訴

（提案理由）

　中央巡回裁判所から土地使用貸借権確認請求事件についての口頭弁論期日が１９６４年７月２２日に指定されたので、民事訴訟法第７９条の訴訟代理人を選定し、委任契約を締結して応訴するのに急を要し議会を招集するひまがなかつたため、別紙のとおり専決処分したのでこの案を提出する。







専決処分書




市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記のとおり専決処分する。




１９６４年７月１８日




那覇市長　西銘順治




記




　原告嘉数世光提訴にかかる中央巡回裁判所１９６４年(ワ)第１７５号土地使用貸借権確認請求事件について、原告に与えてあつた牧志町１丁目６４２番の１地先旧道の使用許可を１９６２年８月８日付で解除した処置が正しいので、応訴する。



議案第９８号




西新町３丁目の区域を変更することについて




　那覇市西新町３丁目地先にある公有水面埋立地７，６１０．７１平方メートルをその接続する西新町３丁目の区域に編入するものとする。




１９６４年８月１７日提出




那覇市長　西銘順治




記




西新町３丁目の区域に編入する面積　　７，６１０．７１平方メートル

（提案理由）

　この埋立地は１９６４年８月１日づけで本市の区域に編入されており、これをさらに西新町３丁目の区域に編入し、その区域を変更したいので、この案を提出する。




編入区域見取図

[image: 画像]

公示第１５７号

　市町村自治法（１９５３年立法第１号）第３条第１項の規定により、次の所属未定地を那覇市の区域に編入する。

１９６４年８月１日

行政主席　大田政作




記

１　那覇市字天久３９４番地、３９５番地、３９６番地、３９７番地、１１６４番地、１１６７番地、１１７５番地、１１７６番地、１１７７番地、１１７８番地、１１８２番地、１１８４番地、１１８６番地、１１８９番地、１１９４番地、１１９５番地及び１１９６番地の１地先公有水面埋立地

２１１，５４３．５２平方メートル

２　那覇市西新町３丁目８８番地の１、　８８番地の２、９０番地、９１番地、９３番地、９４番地及び９５番地地先公有水面埋立地

７，６１０．７１平方メートル

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



報告




１９６４年度那覇市予算繰越計算書について（報告）

　このことについて、別紙のとおり計算書を調製したので、市町村自治法施行規則第７３条の２、第２項の規定にもとづき報告します。




１９６４年８月１７日提出




那覇市長　西銘順治




１９６４年度那覇市予算繰越計算書

[image: 画像]



報告




１９６４年度那覇市土地区画整理事業寄宮地区特別

会計予算の繰越しについて




　１９６４年６月２３日づけで市議会の議決を経た首題のことについて、別紙のとおり計算書を調製したので、市町村自治法施行規則第７３条の２第２項の規定に基づき報告します。




１９６４年８月１７日提出




那覇市長　　西銘順治




１９６４年度那覇市土地区画整理事業寄宮地区特別会計予算繰越計算書




[image: 画像]



報告







１９６４年度那覇市継続費繰越計算書について（報告）




　市庁舎建設事業、小禄公設市場および市営住宅建設事業ならびに公営住宅建設事業の継続費について別紙のとおり計算書を調製したので、市町村自治法施行規則第７３条第１項の規定にもとづき報告します。




１９６４年８月１７日提出







那覇市長　　西銘順治




１９６４年度那覇市庁舎建設事業継続費繰越計算書

[image: 画像]

１９６４年度那覇市小禄公設市場および市営住宅建設事業継続費繰越計算書

[image: 画像]

１９６４年度那覇市公営住宅建設事業継続費繰越計算書

[image: 画像]



報告







１９６４年度那覇市水道事業特別会計予算繰越計算書について（報告）




　このことについて、別紙のとおり計算書を調製したので市町村自治法施行規則第７３条の２第２項の規定にもとづき報告します。




１９６４年８月１７日提出







那覇市長　　西銘順治
















１９６４年度那覇市水道事業特別会計予算繰越計算書




[image: 画像]

与儀公園用地の確保に関する要請決議






決議案第１８号

宛　高等弁務官

民政官

行政主席

立法院議長




　１９６４年５月８日アメリカ民政府は与儀公園用地内に英語商業高等学校を建設する計画があると発表し、最近このことが報道されるに及んで市民の大きな不満を買つている。

　与儀公園用地は１９５６年、都市計画法に基づき公園としての地域指定がなされているが財政の裏付けなく、ために建設は遅れ今日に至つている。一方該用地には公共建物の建設が相次ぎ、１９６１年にはついに地域指定の変更を余儀なくされ、その面積は三分の一に縮少されるに至り、総合的な公園建設に大きなブレーキとなつた。これが更に縮少されることは那覇市の公園計画に多大の支障を来すものである。

　近代都市における公園の必要性、その重要性は今更強調するまでもなく、戦禍により灰燼に帰した沖繩においては尚更であり、これが早期実現は施政権者も当然の責任としなければならない。

　那覇市は１９６５年度において該用地の整備のため日本政府援助を得て、１１万５千余弗に及ぶ予算を計上し、工事施行の運びとなつている。

　このような中で該用地に学校建設の計画ありと発表することは那覇市の都市計画をなしくづしにし、根本からこれを否定するものであり、その意図が奈辺にあるのか疑わざるを得ない。

　またこの学校建設は教育委員会も周知しないものといわれ、キヤラウエイ前弁務官の教育権介入に更に輪をかけるものであり許し難いものである。

　よつて那覇市議会は市民の総意に基づきアメリカ民政府が与儀公園用地内における商業高校建設計画を撤回し、市民の憩いの場としての公園建設が既定の計画に従つて速やかに実現されるよう強く要請するものである。




　以上決議する。




１９６４年８月１７日




那覇市議会
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上程案件　処理結果







第６５回那覇市議会（臨時会）

処理結果

開催年月日　　　　　　１９６４年８月１７日

	１９６４年８月１７日　
	（午前１０時　７分開会）

	（午後　０時３５分閉会）




１．本会議

　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	


	


	


	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	5番議員




	


	


	


	


	会期を定めることについて

	〃

	19番議員




	


	


	


	88

	公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

	市長

	1日間




	


	


	


	89

	公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	


	


	


	90

	議決された議案内容の一部変更について

	〃

	原案可決




	


	


	


	91

	第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	


	


	


	92

	字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて

	〃

	原案可決




	


	


	


	93

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	


	


	


	94

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	〃




	


	


	


	95

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	〃




	


	


	


	96

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	〃




	


	


	


	97

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	〃




	


	


	


	98

	西新町３丁目の区域を変更することについて

	〃

	原案可決




	


	


	


	


	波の上海水浴場の施設整備について

	


	緊急質問




	


	


	


	決

	与議公園敷地の確保に関する要請決議

	


	原案可決




	


	


	


	陳情

	旧沖繩興業銀行清算促進についての陳情

	


	継続審査




	


	


	


	


	


	


	

















１９６４年８月







第65回那覇市議会会議録




臨時会










８月１７日（招集日月曜日）





１９６４年第６５回那覇市議会会議録　臨時会




○８月１７日（招集日）

（午前１０時　７分開会）

（午前　零時３５分開会）






○出席議員（２５名）





	　１番
	大山盛幸君
	１８番
	友利栄吉君


	　２番
	森田孟松君
	１９番
	喜久山朝重君


	　３番
	又吉久正君
	２０番
	久高友敏君


	　５番
	楠見長礼君
	２１番
	金城吾郎君


	　６番
	渡口麗秀君
	２２番
	黒潮隆君


	　７番
	上原隆正君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１０番
	辺野喜英興君
	２５番
	赤嶺一男君


	１１番
	平良真次郎君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	儀間真祥君
	２７番
	比嘉佑直君


	１４番
	高良一君
	２８番
	平良亀助君


	１５番
	久場景善君
	２９番
	具志栄治君


	１６番
	金城武一君
	３０番
	赤嶺保三郎君


	１７番
	宮里敏慶君










○欠席議員（４名）


	　４番
	武村朝良君
	１２番
	真栄田義晃君


	　９番
	金城力夫君
	２３番
	安見福寿君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○市町村自治法第６１条による出席者





	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	建設部長
	花城直政君


	水道部長
	玉城定仁君


	土地課長
	当間林徳君


	企画調査課長
	上原繁栄君


	主計課長
	平山登君


	経済民生部庶務課長
	佐久本正裕君


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	土木課長
	具志堅友信君


	区画整理課長
	高嶺朝恭君


	住宅建設課長
	国吉長成君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○議会事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	山城正信君


	調査係
	亀島美一君


	記録係長
	比嘉朝興君


	記録係
	長嶺善勇君


	〃
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６４年第６５回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６４年８月１７日（月曜日）午前１０時開議




第１　　会議録署名議員の指名について

第２　　会期を定めることについて

第３　　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８８号）

第４　　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８９号）

第５　　議決された議案内容の一部変更について

（市長提出議案第９０号）

第６　　第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第９１号）

第７　　字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて

（市長提出議案第９２号）

第８　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９３号）

第９　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９４号）

第１０　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９５号）

第１１　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９６号）

第１２　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９７号）

第１３　西新町３丁目の区域を変更することについて

（市長提出議案第９８号）

追加第１　波の上海水浴場の施設整備について

　　　２　与儀公園敷地の確保に関する要請決議

　　　３　旧沖繩興業銀行清算促進についての陳情

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○本日の会議に付した事件

第１　会議録署名議員の指名について

第２　会期を定めることについて

第３　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８８号）

第４　　公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて

（市長提出議案第８９号）

第５　　議決された議案内容の一部変更について

（市長提出議案第９０号）

第６　　第３種市営住宅建設工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第９１号）

第７　　字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについて

（市長提出議案第９２号）

第８　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９３号）

第９　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９４号）

第１０　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９５号）

第１１　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９６号）

第１２　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９７号）

第１３　西新町３丁目の区域を変更することについて

（市長提出議案第９８号）

追加第１　波の上海水浴場の施設整備について

（緊急質問議員大山盛幸）

　　　２　与儀公園敷地の確保に関する要請決議

（決議案第１８号、議員大山盛幸ほか２４名提出）

　　　３　旧沖繩興業銀行清算促進について陳情

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○議長（高良　一君）

　これより本日をもつて招集された１９６４年第６５回那覇市議会臨時会を開会いたします。ただちに本日の会議を開きます。本日の日程はお手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。８月１４日付那企庶発第４９３８号「議案の送付について」及び那企庶発第４９３５号「議案の説明者について」文書が送達されておりますので議長から報告いたします。議案はお手元に配付してあります。議案の説明者は市長ほか１４名の出席となつております。

同日付那企庶発第４９４１号をもつて「継続費及び予算繰越しについて」の報告書が提出されておりますのでお手元に配付してあります。

6月30日及び8月1日付をもつて那覇市監査委員代表喜久山朝重から市町村自治法第１７２条第３項の規定による「出納検査について」報告書が提出されておりますので写しをお手元に配付してあります。

７月３１日付で議員名城嗣夫君から一身上の都合により那覇市議会議員を辞職したい旨の願い出がありましたので市町村自治法第６６条の規定により同日これを許可しました。よつて会議規則第９５条の規定により報告します。去る６月３０日以降現在において「沖繩の祖国復帰に関する要請決議について」の文書が伊予三島市ほか６１市から送達されておりますので後日その写しを配付いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第1「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において、楠見長礼君、喜久山朝重君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第２「会期を定めることについて」を議題といたします。

ちよつと休憩いたします。

（午前１０時１２分　休憩）

～～～～～～～～～～～

（午前１０時１３分　再開）



○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。会期を本日１日と決するに御異議ありませんか、　　（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認め会期は本日１日と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日定第３第８８号議案公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについてを議題として御説明を求めます、日程第４の第８９号議案公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについても関連しておりますので一括して御説明を求めます。





○番外（建設部長　花城　直政君）

　議案第８８号第８９号は関連いたしておりますので一括して御説明申し上げます。

６４年の６月議会におきまして可決されました小禄宇栄原の第１種、第２種の公営住宅の建設用地の取得については議決を得ておりますが、用地の買収については関係地主と１９６４年の８月１３日に仮契約を締結したのでございます。

この用地の取得総坪数は１万９，１１６坪でありますが、小禄字宇栄原の１１９番地の仲村善三所有の１４９５坪、それから小禄８９５番地の５の平良善次郎所有の２，２９７坪については別紙契約書のとおり仮契約を結んだのでございます。

これは１９６２年の１０月の那覇市条例第２５号の第５条第２項、及び第６条の第２項により普通議決または特別議決を得なければならないようになつておりますので本案を提出した次第でございます。

この住宅が建設されることによりまして１３とうで２８０戸の世帯が収容することになりますので那覇市の住宅難を緩和することになると思いますのでよろしく御審議のほどお願い申し上げます。

まことに申しわけございませんが、この議案の仮契約の８８号、８９号議案も仮契約の一番最後の土地の表示というところに間違いがございますので訂正をお願いいたしたいと思います。

土地の表示８８号議案でございます。土地の表示、那覇市字宇栄原久真安良原５８５番ほか４筆１，４９５坪というふうになつておりますけれども、これは全部５筆とも全部書かなくちやならないようになつておりますので訂正方よろしくお願いいたします。５８５番は山林で９５坪でございます、それから６０９番原野８７坪、６１０番原野６８坪、６１５の２畑３０２坪、これは今の８８号議案でございますので、それから字名が宇栄原でありますが小字が我半田原８１４番畑９４３坪、合計１４９５坪でございます。

それから８９号議案これは５８１番地ほか２筆２，２９７坪となつておりますが、これは３筆になりますので御訂正願います。５８１番畑１，６０９坪、それから５８７番畑９０坪、６１２番畑５９８坪、合計２．２９７坪以上でございます。以上訂正お願いいたします。



○議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対して質疑に入ります。



○２番議員（森田　孟松君）

　当局にお伺いいたします。ただいまの建設部長の御説明にもございましたように、これは６月の予算議会において１万５，８９４坪を１４万４，６３６ドルの起債によつて住宅用地を購入することになつて、これが議会の承認を得て議決されたのでありますがその議案の説明の中でですね、この用地の使用については公営住宅建設の標準面積で算定して、１９６４年度及び１９６５年度も同様来年度も２８０戸の公営住宅を建設するものとして第一種公営住宅が３，５３２坪、第二種公営住宅用地として１９８６坪で合計５５１８坪を必要とすると公営住宅をつくるのに、第一種で大体どのくらいの面積が必要か、第二種でどのくらいの面積が必要かというふうに提案されて議決になつているんですが、今度売買契約をなさろうとするところは前の４３号議案に出たところの図面から見ますと、これは年度計画の建物の敷地のようには考えられない、飛び飛びになつておる、６６年度も建設するところが契約に入つてきてみたり、ばらばらになつておりますが、この１万５，０００坪の中で仮契約のできたのがこの２筆ということになるわけですか、どうなんですか。



○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。小禄団地のこの２区間の土地の１万９，１１６坪、ことしの６月に議決になりました１万９，１１６坪の中の土地でありまして、そのほかの土地はほとんど全部仮契約をしましたけれども、この二人の方が条例の普通議決と特別議決と、金額の相違でそういうふうになりますので契約を議会の議決を得てからということになつております。

ほかは全部議決になつております。

○２番議員（森田　孟松君）

　それではほかは特別議決にもつていかぬでも結局できる金額であるので、こういうふうに特別議決に類する分でも今度提案になつたというんですね、そのほかは全部済んでいるということですね。（「はい」という者あり）

○番外（建設部長　花城　直政君）

　このお二人の分は金額が４，０００ドル以上、それから８，０００ドル以上となつておりますので議会の議決を得なければならないというわけで出しておるわけですが、ほかのものは８，０００ドル以下でありますので出してないわけであります。



○２番議員（森田　直松君）

　次にお伺いいたします。８８号議案の中でですね、６月２３日に議決された公営住宅建設用地の取得についてという議案の中の数字と、少し狂いがあるようなこれについてどれが正しいか、お伺いしたいと思います。

仲村善三さんの土地は５８５の山林が９５坪、６０９番の原野が８７坪、６１０番の原野が６８坪６１５畑が３００坪、それから我半田原８１４番の畑が９４３坪となつております。

この２坪のひらきがあるんですがどれが正しいんですか。



○番外（住宅建設課長　国吉　長成君）

　この３００坪というのは、それは当初取得の議案を提出する場合には概略の数字を出しまして、その３００坪は分割しなければならないので実測の結果契約をするという考えであります。

実測した結果３０２坪になつておりますので３０２坪で契約いたしたいと思います。

○２番議員（森田　直松君）

　そうしますと６１５番の2畑３０２坪というのは実測の結果３００坪、分筆して３０２坪になり分筆して多くなるんですか。

その辺はどういうわけですか。数字は一致しなければいかぬと思いますが。

○番外（住宅建設課長　国吉　長成君）

　御説明申し上げます。これは６０５番の土地でありまして、その６０５番の土地は今数字ははつきり覚えておりませんけども（「何ですか、どこにありますか」という者あり）これは図面にあります。

その土地を分筆して購入するという当初の予定だつたわけです。

分筆したものを実測したところ３０２坪になつております。

それで３０２坪で契約することになるわけであります。（「今の建設部長の説明では、……………。」という者あり）間違いました６１５番です。

この土地が数字ははつきり覚えておりませんけれども大体７００坪ぐらいあります。

その中で大体必要な部分が３００坪ということで出したわけですが、実測した結果３０２坪という数字になつておりますのでよろしくお願いいたします。




○２番議員（森田　孟松君）

　そうするというとですね、仮契約の文面によりますとですね、実測に結果ですね、増減がある場合にはこれは異議を申し立てないというふうにうたわれておるんですが、そうなると今提案なさつておるところの仲村善三さんの１４９５坪というのは、５筆全部実測の結果そういう数字が出たんですね。




○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えします、これは最初取得の議案を出すときはですね、図面上で大体このくらいだということで概算で３００坪出したんですが、ところがこの土地は分割するためには実測しなければならないようになつております。

それで実測した結果３０２坪というふうになつておるわけであります。




○２番議員（森田　孟松君）

　これは６１５の２というのは、３０２坪というのは実測の結果３００坪が２坪越えたということですか。




○番外（建設部長　花城　直政君）

　取得の議案を出すときにはですね、台帳図面から番地を拾いまして、そこの番地から台帳をくり出して坪数を出すわけで、そこのところはちようどまたがるわけです、要らないところもありますので、一応７００坪の面積の中から３００坪は要るんだということで、概算で出して取得の議案を出したわけでございます。

ところがこれを分割するときはどうしても実測をして、そうして要るだけのものを分割しなければならないんだということで、そうして実測した結果は３０２坪必要だということになつておるわけでございます。

○２番議員（森田　孟松君）

　それでは取得の議案、いわゆる４３号議案にだしておりました６１５畑の３００坪というのは、分筆を予定して大体３００坪ぐらい、これから分けてもらえるという意味でやつたわけですか、その６１５という畑の全面積が３００坪というふうに出したわけじやないんですね、

（「はい」という者あり）






○３番議員（又吉　久正君）

　この仮契約書でありますが、ただいま挿入したわけでございますが、土地の表示、これは第１条に記載の土地というふうにうたつて、末尾には土地の表示となつて、ほか何筆というふうになつてこれを今訂正したわけでございますが、土地の売買に当たつては必ずしも地目、地番を明細に書き入れて契約を締結するとこう考えます、

今挿入したからいいものの、これをここで今この地番を五つに、４筆を五つに分けたわけでございますが、この仮契約書はそのまま御本人と、相手方とはそのままだと思いますが向こうとの訂正はどうなつておりますか、

これについてお答え願います






○番外（建設部長　花城　直政君）

　本人ともそういう訂正したとおりやつております、議会に出す日程がおくれましてそういうふうになつております。




○３番議員（又吉　久正君）

　相手方もこういうふうになつておるというんですが、実際の議案としてはそこで挿入されておりますので、今後でも土地の売買ははつきりしたことを地目、地番、坪数を明細に書き入れない限りこれを議会で議決することは不可能だと思いますので、今後はつきりとこういうふうに明細にやつてもらいたいということを希望いたします。




○２番議員（森田　孟松君）

　部長にお伺いいたします。これはせんだつての議会でも委員会で審議になりまして、省略するつもりでございますがお伺いいたします。

平均価格９ドル１０セントになつておりますが、大体これを見ますと山林、原野、畑にも等級があると思うんですが、これは単価は違うんですが、具体的には５８５番の山林は幾らか、平均して９ドル１０セントになつておりまがその点についてお伺いいたします。




○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。この件につきましては先の議会でも委員会でも御説明申し上げましたように、この単価は平均単価でありまして、これを畑と山野と分ける単価は組合自体で自主的にやるということになつておりますので、その事も御了承を得たわけでございます。

（「組合ですか」という者あり）地主、購入する土地の組合であります。

組合自体で山林と畑とはお互いできめるということであります。






○２番議員（森田　孟松君）

　これは中村善三さんと西銘市長との契約ですか、組合ですか、

（「おかしいよ、それは」という者あり）（「１０番　出席」という者あり）






○番外（建設部長　花城　直政君）

　前の議会の委員会でも詳しく御説明申し上げたわけでありますが、この用地は最初８ドルでございました。（「それはわかります。」という者あり）おわかりであればちやんと組合自体で単価をきめるということであります。この地主組合、地主自体で……………






○番外（第２助役　新垣　義徳君）

　議案に出されているとおりすべて９ドル１０セントという契約であります。原野にしろ、畑にしろ同じ価格であります。




○議長（高良　一君）

　休憩いたします。

（午前１０時３７分　休憩）

～～～～～～～～～～～

（午前１０時３８分　再開）

○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。






○２２番議員（黒潮　隆君）

　先ほどからの説明を聞いておりますとはつきりしない点があります。

部長の場合は坪平均が９ドル１０セントと、そして原野、山林、畑の場合に地主組合によつて値段をきめるんだと、自主的に値段をきめるんだというふうな説明と、次に建設助役が出てきて全部９ドル１０セントである、いわゆる原野も畑も９ドル１０セントづつだというふうな説明がありました。

そうして地元の出身議員が詳しいということでいろいろ説明がございましたが、ここではつきりしてもらいたいというのは、６月議会に議決された公営住宅の敷地で、一地主が不服があるとして市にもその問題を持ち込んでいる、ぜひ解決してもらいたいというふうなことがなされております。

結局原野であるために市との契約は９ドル１０セントであつたが、８ドルにしてもらいたいということで、約８００ドルも市との契約から、８００ドルの金額を少なくされるというふうなことであります。

それが今の説明、助役の説明どおり９ドル１０セントづつですね。

解決されているのかどうかですね、さらに部長が説明していたとおり地主組合にまかされてそれをいまだに解決されていないのはどうかですね、その点をはつきり説明していただきたいと思います。






○番外（第２助役　新垣　義徳君）

　お答えします、先ほど申し上げましたとおり契約は９ドル１０セントでございます。

当局といたしましてはそれで先ほど補足的な説明がございましたが、原野、畑ということがございまして中には一々これを調整するというとここに大きな坪数が買えない、買えなければ公営住宅の建設はできないという見地から問題がありまして、しからば値段についてはどうするかということに入りましたときに、地主側からも率先して、その内部につきましては地主間で解決して公営住宅の用地のために協力するという、いわゆる自発的な自主的な協力がありましたので、それはそれなりに皆さんが納得すればよかろうということで解決し、あくまでも金額は９ドル１０セントということでございます。




○２２番議員（黒潮　隆君）

　この地主組合の中にですね、地主でもないものがですね、そこの代表みたいな顔で入り込んでいるということを、不満を聞かされたわけです。

そこで地主組合にまかしてもらいたいと、まかした場合に地主の内部において話し合いがまとまりそこで全会一致でまとまる場合は問題ないと思います。ところが今までの契約の議案を見た場合に、一人の名前をあげて何筆ほか何名というふうに契約されておるわけです。

だれだれがこの土地の原野が幾らある、畑が幾らあるというふうな契約ではないわけなんです。

したがつてただ地主組合にまかしたというだけでここで問題が起きた場合は、一体どこが処理するのか、さらに那覇市に持ち出されてきた問題がですね、これが解決されているのかですね、その件についてお答え願いたいと思います。




○番外（第２助役　新垣　義徳君）

　お答えいたします。そういう値段の問題につきましては２、３当局にも訴えがございましたがすべて解決されております。

念のために私地主のほうにも問い合わせいたしましたが、すべて解決されておると、それ以上問題が起きた場合には当局には迷惑かけないということになつております。（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　それじや質疑を打ち切り討論省略して採決に入ります。

日程第３、第８８号議案公営住宅建設用地の売買契約を結ぶことについて、原案どおり可決することに御賛成の方の御起立を求めます。

（「賛成絶対多数」）全員賛成であります、

よつて本案は原案どうり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第４、第８９号議案公営住宅の建設用地の売買契約を結ぶことについて御賛成の方の御起立を求めます。

（起立絶対多数）　全員賛成であります。

よつて本案は原案どおりに可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第５第９０号議案議決された議案内容の一部変更についてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　御説明を申し上げます。議案第９０号、議決された議案内容の一部変更についての提案理由を御説明申し上げます。

これは当局のミスでありまして申しわけないと思います。

御了承願いたいと思います。この件は１９６２年の９月の定例議会において同年９月２１日付原案可決になりました議案第７２号の、松川坂下の河川改修に伴う公有水面の埋め立てに関するものであります。

その議案が可決された内容の字名及び埋め立て面積が現実と相違いたしておりますので、１９６２年の１２月に琉球政府で可決議案の写しを添付して埋め立て免許の申請をしましたが、その１件書類が去る７月の８日に政府から戾されてきておりますので、あらためて申請する必要がありましたので、その内容の変更をするために提出したわけでございます。

これは松川後原というように、議案の７２号の議案の中で、松川後原２９１番地の３、２９４の１２番地地先松川後原というふうに書いてありますが、この松川後原というのが間違いでありまして、松川二又原というふうに訂正していただきたいということと、それから面積の１，００８．７９７平方メートル、道路の占用する面積がゼロ、宅地の占用面積が１，００８．７９７平方メートルとなつておりますが、その面積も総面積が８８０．６７平方メートル、それから道路の占用する面積を５１．４６平方メートル、宅地の占用する部分を８２９．２１平方メートルというふうに直していただきたい、

それから計画書の３の第４項の埋め立て予定地の状況、那覇市字松川後原区内又吉道路から茶湯崎橋付近までの旧河川というふうになつておりますのを、那覇市字松川二又原というふうに訂正していただきたいということでございます。

これは松川後原と松川二又原が相隣接しておりまして、申請した当時間違いまして松川二又原であるのを松川後原と書いたわけであります。

それから面積の相違につきましては、この河川は河川改修工事でありまして、仕事が済んであとこれは公有水面の埋立法の手続きによつて申請しなくちやならないということで気がつきまして、６２年に改測をしまして出したわけでございます。

図面どおり最初の台帳の図面上で計算して出したわけでございますが、竣工検査をする段階になりまして政府が実測をしろということで実測をした結果、面積に誤謬があるということで訂正をして出したわけでございますが、

書類は訂正されておりますけれどもその議決の議案、６２年に議決した公有水面の埋め立て申請の議決の議案の内容が変更されていないために、申請書と議案の議決の書類の内容が違つておるのでこれを直せというふうにきたわけでございます。

それで訂正方をお願いしたいということであります。






○議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対して質疑に入ります。






○２１番議員（金城　吾郎君）

　当初申請する場合は図面上の計算であつて、工事竣工後に実測したらその面積に誤差が生じておつた、それで訂正しなければならない、こういうことなんですが、この埋め立て地は新河川につぶれた土地の地主に対して換地補償するんだという当時の説明がなされておりますし、この中にも出ております１７０平方メートルということですが、これほど誤差が出てくると地主に対して換地補償をやる場合に支障がこないかどうか、その支障ある場合に対する措置はどうするのか、その辺りを御説明願いたいと思います。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　つぶれ地の面積と埋め立ての面積に、交換するときに足りない場合は金銭をもつて精算するように相談していきたいと考えております。

（「金銭ですね」という者あり）はい、足りない場合は金銭でもつてやるというふうな考えであります。






○３番議員（又吉　久正君）

　この議案は真嘉比川原の工事と一つになつておりますか、

ずつと上流ですね、松川の上のほうですね、あれと一つですか、個別でありますか、あの橋から上のほうです。あれは個別だと私思つておりますが、どんなものですか。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　今の場所は松川の交番のほうの橋、その橋のほうから差回橋の間であります。




○３番議員（又吉　久正君）

　これと関連しておりますので、今の交番から上のほうの改修工事、これも同じく９月に議決されて政府には１０月に旧河原の埋め立て申請がなされたようであります。しかるにいまだにこれが許可認可ができないので河川に取られた地主が非常に換地を待つております。

それで本員もそのつぶれ地について少し関係がありますので、当局に行つて調査したところ、農水課から先週政府に行つて督促したら今週一ぱいで許可するように努力するというふうに言われたようでありますが、早く埋め立て認可を進めてもらい、つぶれ地にあのまましんぼうしておりますのですみやかに換地してもらうように希望を申し上げたいのであります、非常に待ちかねて売ろうとしても売られない、耕やそうとしても耕やせない、非常に困つておるようでありますので今週一ぱいで当局としても認可するようにという約束があるようでありますので、早くやつてもらうようにお願いいたします。

（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　これをもつて質疑を終結します。討論もないようですから採決に入ります。日程第５、第９０号議案議決された議案内容の一部変更については原案どおり可決することに御異議ありませんか、

（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます、よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第６、第９１号議案、第３種市営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　議案第９１号について御説明申し上げます。

６３年の１２月に２カ年継続事業として議会の議決を得て施行準備を進めておりました、市営市場の併存住宅第３種の市営住宅であります。

その建設工事は去る７月１８日開発金融公社から融資認可の通知を受けたのであります。

業者の選定につきましては政府の建設業者施工能力等級のＢ、Ｃ級の中から資本力、信用度及び会社の経営状態とあらゆる角度から調査検討いたしました結果、５社を選定し、８月３１日指名競争入札に付したわけであります。その結果お手元に配布してあります議案のとおり、落札者が決定し仮契約を締結したのであります。

今回の計画は市独自の計画に基づき住宅難解消の一環として東町辻町公設市場と同様市民の住宅難をはかるために小禄田原に一世帯７．５坪の２５世帯収容できる鉄筋コンクリートづくりの４階建ての市場の併存住宅を建設することになつております。

今後とも年次計画を樹立いたしまして住宅難の緩和をはかりたいと考えております、以上よろしく御審議下さるようお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対して質疑に入ります、

（「質疑、討論なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認めます、採決に入ります、本案は原案どおり可決することに御異議ありませんか（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます、よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第７、第９２号議案字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第９２号の提案理由を御説明申し上げます。

本案は本市の区域でございます字天久樋川原および上之屋西寺原の区域を変更することについてでございます。

これは本紙が埋め立てました泊、安謝間埋め立て地を去る８月１日付で本市の区域に編入し処分いたしましたので、これをさらに継続する字の区域に編入いたしまして、その区域を変更したいために提案してございます。

去る８月１日付本紙に編入されました２１万１，５４３．５２平方メートルのうち、２０万９，５８５．２６平方メートルを字天久樋川原の区域に、残りの１，９５８．２６平方メートルを字上之屋西寺原の区域に編入いたしてその区域をお手元に配布してございます見取図のとおり変更するものでございます。

よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）



○議長（高良　一君）

　　質疑討論なしと認めます、

採決に入ります、本案については原案どおり可決することに御異議ありませんか、（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます、よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第８、第９３号議案専決処分の承認を求めることについてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第９３号専決処分の承認を求めることについて御説明を申し上げます。本案は１９６４年度予算を１９６５年度に繰り越すことについての専決処分についてでございますが、その内容について御説明いたしますと、まず真和志６号線道路改修工事と久場川公営住宅道路、識名霊園及びガーブ川改修のそれぞれの事業に伴う用地買収についての予算繰り越しでございます。

これらの事業は１９６４年度６月３０日までに事業を完成する予定でございましたが、真和志６号線道路改修の場合は政府補助による事業でございまして、工事に伴う障害物件の移転が実施できず、その結果設計変更について政府との調整、こういつたものに日にちを要たこと、またほかの３件の用地買収につきましては登記関係事務がおくれましたことによりまして、年度内における執行が見込めなくなりまして予算を繰り越さなければならないような状態になつたのでございますが、年度末のため議会を招集するいとまがなかつたため、やむを得ず専決処分にしたわけでございます。

よろしく御審議下さいますようお願いいたします。






○議長（高良　一君）

　質疑に入ります。






○２番議員（森田　孟松君）

　当局にお尋ねいたします。今の御説明、また議案の提案理由の中から考えられることは、この真和志６号線の繰り越しの７，９４７ドルというのは障害物件の移転補償費であるのか。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　７，９４７ドルというのは６号線と首里中校横の道路工事二つの合計であります。

それで６号線のものは４，１５６ドルというふうになつておりましてこれは工事費でございます。補償費じやございません。






○２２番議員（黒潮　隆君）

　この提案理由の説明の中でいろいろ御説明をされておりますが、このようにして年度内に工事の執行ができないということを市当局が知つたのはいつですか。

私がお聞きしたいのは６月３０日までに専決処分されているわけなんです。ところが５月２６日まで那覇市議会は続いております、議会が始つてから４日目に専決処分しているわけですが、それ以前にこの工事の繰り越しがされることを議会開会中に知つていたんじやないかと本員は考えます。

たとえば本会議中にこういう工事は年度中に執行できないので新年度に繰り越しして継続事業にしたいというふうにして、議会の途中も市当局は提案してきております。

こういうふうにしてこれができなかつたかどうか、結局２６日に終わつてはじめて年度内に工事の執行ができなかつたのを知つたのか、こういう大きい事業はそれ以前に見通せたんじやないかというふうに考えるわけです。

したがつていつこの工事が年度内に執行できないということをおわかりになつたのか。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。議会の開会中にわかつておつたんじやないかというおしかりでございますが、議会の終わるまぎわになつてこれがわかつたのでありまして、あくまでも６月３０日現在でできるんだというように進めておりましたし、また業者のほうもそういうふうに努力しておりましたけれどもできなかつたわけでございます。（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑終結して採決に入ります。日程第８、第９３号議案専決処分の承認を求めることについて原案どおり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第９、第９４号議案専決処分の承認を求めることについてを議題として説明を求めます。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第９４号専決処分の承認を求めることについて御説明申し上げます。この議案は久茂地川沿線の舗装工事の予算外義務負担についての専決処分でございます。久茂地川沿線舗装工事につきましては民政府資金からの補助を得まして１９６５年度において事業を実施するように予算化したわけでございますが、この資金の予算計上年度が１９６４年度となつておりまして、

１９６４年度中に債務負担行為がなければこの資金を１９６５年度に繰り越しすることができないというような理由から、１９６４年度の６月３０日までに債務負担行為をするように政府から指示があつたのでございますが、年度末のために議会を招集するいとまがなくやむを得ず予算外義務負担として契約を締結するために専決処分したわけでございます。

よろしく御審議下さいますようお願いいたします。






○議長（高良　一君）

　質疑に入ります。






○２２番議員（黒潮　隆君）

　１９６４年度６月３０日までに債務負担行為をするようにという民政府からの指示があつたのはいつですか。






○番外（建設部庶務課長　渡久地　敬正君）

　６月３０日午後４時４０分に電話連絡がありました。






○２１番議員（金城　吾郎君）

　６月３０日に通知があつて６月２９日に市は入札に付しているのはどういう意味ですか、６月２９日に入札しているのでしょう。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　このことにつきましてはこういう事情でございます。６月中にですね、補助指令がくるというような見通しであつたわけでございますけれども、なかなかこれがこなかつたわけでございます。これは民政府の資金関係の設計上の審査のことでおくれておりまして、しかしわれわれとしては年度内にできるんだというわけですでに入札の準備を進めておりました。指令はきていないけれども入札して準備をしてありました、入札はしましても契約はできないわけでございます。

入札をしても契約はしなくちあなりませんので、するにしても予算がないので、こういうときは予算外義務負担をやつたわけでございます。




○２１番議員（金城　吾郎君）

　どうも説明がよくわかりませんがね、もう少し筋道をたててやつてくれませんか、さつきの庶務課長の説明ではよくわからないんですがね、入札は６月２９日にしたんでしよう。

ところが６月３０日になつて債務負担行為をやれという通知がきた、債務負担行為をやらぬで入札ができるかということですよ、はつきりわからんじやないですか。




○番外（建設部長　花城　直政君）

　これは６４年の４月２２日に申請をいたしまして、認可が６４年の６月９日認可になつたわけでございます。ところが、ちよつと待つて下さい。

（「休憩して下さい」という者あり）




○議長（高良　一君）

　休憩します。

（午前１１時１０分　休憩）

～～～～～～～～～～～

（午前１１時１１分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○番外（企画部長　新里　博一君）

　これは結局６月３０日までに政府からの指令があるという予定で入札の準備を進めておつたわけです。予算上としましては、ところが６月議会閉会までに琉球政府からの指令がありませんでしたので、われわれとしては６５年度にこの金は回わさなければいかなくなつたわけです。

そこで入札の準備をしましたけれども、実際に契約は新年度においてなされるわけです。ところがＵＳＣＡＲから６月３０日までに必ず債務負担行為を起こしなさいということがきたもんですから、予算外義務負担の承認をとつて６月３０日に契約したということになつております。






○２１番議員（金城　吾郎君）

　いやそれはよくわかりますよ、それはわかるが６５年度の予算に組んであるんでしよう市としては、

ところが債務負担行為をやる前に入札ができるかということです。事実入札はしているんでしよう６月２９日に……………。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　６５年度にこれは組んであつたわけなんです。それは………………。

６５年度に回わつていくんです予算が、しかし予算がないわけですから契約の締結もできないわけです。




○２１番議員（金城　吾郎君）

　できないが、しかし６月３０日までに債務負担行為を起こした、起こす前に入札ができるかということを聞いているわけです。




○番外（企画部長　新里　博一君）

　いやそうではないんです。負担行為は金がないからできないわけなんです。




○２１番議員（金城　吾郎君）

　いやだから予算外義務負担行為をやつているんでしよう６月３０日に、それ以前に入札ができるかということです。




○番外（企画部長　新里　博一君）

　だから入札はやつてありますが契約はしてありません。




○２１番議員（金城　吾郎君）

　予算外義務負担行為を起こさんで入札ができるかということですよ。




○番外（企画部長　新里　博一君）

　だから６月２９日に入札しまして、結局契約は金がなければできませんので、６月３０日に予算外義務負担の承認を得てそれから契約してあるということでございます。　　（笑声）






○議長（高良　一君）

　質疑打ち切り討論省略して採決に入ります。日程第９、第９４号議案専決処分の承認を求めることについて原案どおり承認することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１０、第１１は関連しておりますので一括上程します。

日程第１０、第９５号議案専決処分の承認を求めることについて　日程第１１、第９６号議案専決処分の承認を求めることについて一括議題として説明を求めます。








○番外（建設部長　花城　直政君）

　議案第９５号の専決処分の承認を求めることについて御説明を申し上げます。この案は１９５９年の１０月崎浜秀善より提訴されました公有水面埋め立て工事金請求事件に関連するものでございます。この事件の判決は去つた６月３０日付であつたわけでございますが、判決の要旨では那覇市が敗訴となつたので、いろいろ検討の結果上告すべきであるとの結論に達し上告したわけでございます。

これについては判決文受領後２週間以内で手続きをとる必要がありましたのでお手元にあります専決処分書のとおり専決をいたしたわけでございます。

よろしく御審議のほどお願いいたします。

第９６合議案の専決処分の御説明を申し上げます。この案は先ほど申し上げました９５号議案に関連するもんでございまして、上告に当り訴訟代理人と委任契約を締結したわけでございますが、契約締結に当たり一部予算に不足を生じましたので、これを９月定例議会において予算措置をとることにしてお手元にあります専決処分書のとおり専決処分したわけでございます。

よろしく御審議のほどお願いいたします。






○議長（高良　一君）

　質疑に入ります。






○３番議員（又吉　久正君）

　本件につきましては市が敗訴になつて上告するというふうになつておりますが、この裁判は非常に当局が自信をもつていたように考えておりましたが、敗訴してしまつておる、それで原告の弁護士が今市の顧問弁護士になつておる新垣さんだと思います。

被告の市側の弁護士が宮良寛才さんだと思いますが、この判決がどういうふうなことによつて敗訴になつたのか、判決文の概略を御説明をお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　休憩いたします。

（午前１１時１６分　休憩）

～～～～～～～～～～～

（午前１１時１９分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○３番議員（又吉　久正君）

　この上告をするに当たりまして当時の原告の弁護士が現在の市の顧問弁護士になつている新垣氏と打ち合わせの上で上告したいのか、大体この事件においては相当、市の顧問弁護士がおわかりだと思いますが、はたして勝つ見込があるか。上告して絶対間違いないというような顧問弁護士とも相談の上にこれを上告したのか。お答え願います。






○番外（市長　西銘　順治君）

　それは私からお答えいたします。御承知のとおりこの問題は長い間かかつておりますが、やつと判決を見たわけでございます。

それで市役所側の弁護士が宮良寛才、当時の請求権者である崎山さんの代理弁護士が今の市の顧問弁護士の新垣正安氏でございます。で新垣弁護士としてこれにタツチするわけにはいきませんので今度弁護士がかわりまして牧野さん、そうでなければ中村晄兆そのお二人を代理人と考えております。

当局としてこれを上訴いたしました理由は、そのまま引つ込めるわけにはいかない、ある程度上訴する権限も与えられておりまするし、そこで情状を尽して戦つてみてそれで敗訴になれば議会に対しても顔向けできるんじやないかということでやつたわけでございます。

これは弁護士とも相談しましてこれを上訴したわけでございます。




○３番議員（又吉　久正君）

　新垣弁護士さんとも御相談の上、上告なさつたということは、まあよく新垣弁護士が原告の立場でこの裁判を裁いてきておりますのでおわかりと思います。それで御相談があつたということでございますが、これを上告してはたして勝つ見込みがあるかないか、もう市は今まで裁判で非常に負けどうしで勝つたのは少ないのでございますので、こういつたものはもつと慎重なかまえでやるべきじやないか、まあしかし市長さんとしては最後までやつて結論を出したほうがいいということはごもつともでございますが、しかしながら巡回で敗訴になつてこれが正しいというようなことであればしいて上告する必要はないんじやないか、まあ市民としてはしいて上告までして争うべきものじやないと思いますが、しかしすでに専決処分をされておりますので今からどうにもならない、本員はできれば上告しないで何とかもつと話し合いを進めていつて、あるいは負けそうであればその途中でも和解して何とかの方法でできよつたんじやないというように考えますが、もう専決処分されておりますのでどうにもならんと思つております。

ほんとうは上告するのは私はあまり芳しくなかつたということでございます。

（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑打ち切り討論省略して採決に入ります。日程第１０、第９５号議案専決処分の承認を求めることについて原案どおり承認することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認め本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１１、第９６号議案専決処分の承認を求めることについて原案どうり承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第１２、第９７号専決処分の承認を求めることについてを議題をして説明を求めます。






○番外（総務部長　城田　清才君）

　議案第９７号専決処分の承認を求めることについて御説明を申し上げます。本件は那覇市牧志町１丁目３４２番地の１の地先の旧道に関する土地使用権について、中央巡回裁判所から土地使用貸借権確認請求事件について口頭弁論期日を１９６４年の７月２２日に指定されたので、自治法第３６条第１項第１０号の規定により議会の権限に属するので７月１５日付をもつて１０月２日まで延期方を依頼しましたが、この延期につきましてできない旨の回答がありましたので民事訴訟第７９条の規定により訴訟代理人を選定し応訴するため、自治法第１１４条の規定により専決処分したので本案を提案した次第でございます。

なお訴訟内容を申し上げますと現地はガーブ川下流の沖映対岸の川沿いの道路のつぶれ地に関する訴訟で、原告嘉数世光は土地が道路につぶれたのでその代償として無条件で旧道の使用権が与えられた。しかるに第３者に使用させたのではなくして１９５２年以前から第３者が割り当て土地として占有していたゆえに解除理由は不実である。

また道路つぶれ地の代償として無条件に借り受けたのであるからつぶれ地の補償をしない限り権利があるとの主張であります。

しかしつぶれ地の代償として無条件で賃貸契約がなされたというのは誤りで、同人の土地が道路につぶれたという事情を勘案して、条件の内容を申し上げますと「廃道敷地処分管理の方法については将来市の規定に従うことを誓約いたします」という旨の受書が提出されており、その条件のもとに旧道の、使用許可が与えられております。

すなわち前記使用許可の取り消しの処置は正しいというふうに決定いたしまして応訴したわけでございます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。日程第１２、第９７号議案専決処分の承認を求めることについては原案どおり承認することに御異議ありませんか。　（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１３、第９８号議案西新町３丁目の区域を変更することについてを議題として説明を求めます。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第９８号の提案理由を御説明申し上げます。

本案は西新町３丁目にあります公有水面埋め立て地７，６１０．７１平方メートルを西新町３丁目の区域に編入いたしまして、その区域をお手元にお配りしてあります見取図のとおり変更することについてでございます、この埋め立て地は去る８月１日付で本市の区域に編入されておりますが、今回はそれをさらに継続する町の区域に編入する必要がありますので提案したのでございます。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。日程第１３、第９８号議案西新町３丁目の区域を変更することについて原案どおり可決することに御異議ありませんか。　（「異議なし」というものあり）

御異議なしと認めます。よつて本案は可決されましれ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　ちよつと休憩いたします。

（午前１１時２９分　休憩）

～～～～～～～～～～～

（午後　零時１０分　再開）

○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○１番議員（大山　盛幸君）

　波の上の海水浴場整備について緊急質問並びに要望を申し上げたいと思いますので、日程追加していただきたいと思います。






○議長（高良　一君）

　ただいまの１番議員の緊急質問の日程追加の動議が提出されておりますが、さよう取り計らうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）　御異議なしと認め日程追加いたします。

日程追加第１、波の上の海水浴場施設整備についてを議題として発言を許します。






○１番議員（大山　盛幸君）

　緊急質問の発言をお許しになりましたので当局にお尋ねいたします。首里の一部の子供たちからの要望でございまするが、おそらく全那覇市内の児童生徒はもちろんのこと、子供をもつ親の共通的なこれは願望にもなると存じますので、特に子供たちから本員に対しての願望を当局にお伝えしてぜひこれをやつてもらいたいと思つて立つたわけでございます。

国民皆泳と青少年の不良化防止対策、あるいは水難事故防止とも関連いたしますのでこの問題を特に取り上げたわけでございます。

夏休みになつてから新聞報道にありますとおり水難事故が相次いで起こつておる現状から、早急にこの問題を解決してもらいたいと思うわけでございます。現在の那覇市における児童生徒の水泳する場所は、首里の淡水プールにいたしましても水泳の選手あるいは教師に引率された児童生徒に優先的に使用されて一般の子供たちが満足に泳げない現状でございます。

なお波の上海岸にあるところの水泳プールにいたしましても年々増加する児童生徒の水泳の意欲を充分に満たしきれない状態でございます。

したがつて子供たちの中には経済的にゆとりのある家庭の子供たちは有料のプールに行つて泳いだり、あるいは保護者に引率されて遠隔の土地の区域に行つて泳ぎのけいこをしておるような状態でございます。那覇市の波の上の海岸は前から海水浴場として親しまれておりまして今でも相当あびる方が多いのでございますが、ご承知のとおり海岸でけがをする率が非常に多いために、子供たちが安心して水泳させるためには理想的な場所でないということは私が申し上げるまでもないと思料いたします。

そこで私にこの問題を取り上げてもらいたいうという子供たちからの意向であります。その言い分によりますと波の上海水浴場に砂を入れて遠浅にして安心して泳げるように市のほうで構じてもらいたいという要望でございます。

子供たちの意向によるとハワイのワイキキも人工的に砂を入れてつくつているじやないかというよなことまでも言うておるような状態でございますが、この問題を解決するには相当の調査、計画、立案によるところの施設でございますので相当の経費も要るんじやないかと思いますが、何とかしてこれを取り上げて子供たちの願望を遂げさせたいと思いますが、この件について当局はいかがなお考えでございましょうか。






○番外（第一助役　古堅　宗徳君）

　波の上の海水浴場の施設整備についてのご質問でございますが、特にまあ那覇の近郊におきまして海水浴できる、いわゆる遊泳できる場所としましては波の上しかないわけでございます。波の上の海水浴場の整備につきましては御存知のように向こうは貸ボート組合の方々がおられまして、今組合の方々が向こうを管理しておるようないきさつでございまして、市が向こうで管理しておりますのは、いわゆるプールだけでございます。

前に業者の方々と話し合いをいたしましたときに那覇市の計画に従つて向こうの、現在の貸ボート組合の建物かれこれを整備したいという申し出がございます。

それは都計との問題もございまして建設部とも合議しましていろいろな施設の指導に当たりたいとこう思つておるわけでございます。

まあ業者の方も市の計画に協力していきたいという申し出がございますので、その面の施設の、今後の事項については組合の協力を得まして整備していきたいとこう思つております。




○１番議員（大山　盛幸君）

　もう２カ年近くなるんじやないかと思いますが、ある業者から若狭海岸を砂で埋め立てて遠浅にして海水浴場をつくりたいというような案が議会にも提案されたが、学校並びにＰＴＡの反対を受けて実現できなかつたわけでございますが、その面からすると波の上海水浴場も砂を入れて遠浅にするようなことは不可能ではないとこう思料いたします。ただいまもつとも水泳に関心の深い古堅助役からの御答弁で善処するというようなお話でございまするので、この問題を早急に、特に今ごろは子供たちも向こうで泳いでおりますし、現在の状態をつぶさに調査し、また砂を入れるにはどういうような計画を立てなければならないかということも研究現場に合つたところの立案でなければいかないとこう思料いたしますので、なるべく早目にこれを調査していただくと同時に貸ボート組合、その他あの周辺の環境の整備にもひとつこれを機会に本腰を入れて波の上の海岸をほんとうに市民のいこいの場所となり、また児童生徒並びに市民の唯一の楽しい海水浴場として実現するよう施設の整備方を強く御要望申し上げまして終わります。






○２４番議員（赤嶺　慎英君）

　動議を提出いたします。本日の日程は全部終わつたようなかつこうになつておりますけれども、最後に与儀公園用地の確保に関する要請決議を本日の日程に追加していただくよう望みます。

以上動議を提案します。（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ただいまの２４番擬位の動議は成立しております。おはかりいたします。ただいまの動議のとおり日程追加第２として追加することに御異議ありませんか。　　　　（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認め日程追加第２として追加することにいたします。

日程追加第２、与儀公園用地の確保に関する要請決議を議題として提案者の説明を求めます。






○２４番議員（赤嶺　慎英君）

　提案の理由について御説明申し上げたいと思います。すでに御承知のとおり那覇市は都市計画法に基づきまして与儀公園が指定されております。ところが最近この公園敷地が逐次浸食されて那覇市の中心からいこいの場所がなくなりつつある傾向をもたらしております。そのときにあたり最近の報道によりますと、与儀公園敷地内にまた民政府の意図するところの英語商業高校が設立されるように聞き及んでおります。

そういうことは那覇市の都市計画に大きいそごを来たし、市民のいこいの場所を皆無にすることにひとしいような段階に追い込まれることははつきりしております。このときに那覇市議会がこれを黙視するということは市民に対して申しわけないと本員は考える次第でございます。

よつてこの臨時議会におきましてこの与儀公園の敷地が市民のためにあくまでも確保してもらうように要請決議をしたいと思いまして本案を提案した次第でございます。

さらにお願いいたしたいことは本決議案は議会運営委員会において各派の御了解を得ている次第でございますので、全員の提案でもつてこれを満場一致で採決していただき、あて先も現在の琉球の現情からいたしまして高等弁務官、主席民政官、立法院議長にそれぞれ送付したいと、さらに立法院に対しましては那覇市議会もこういう趣旨で高等弁務官、民政府にそれぞれ要請決議をしてあるので、立法院においても院議として決議してもらいたいというかがみをつけて送付して、本提案の趣旨が完全に全うされるよう要請したいと考えております。

さらに御了解を得ておきたいのは日程の都合もありますので、いちいち各議員のお手元にプリントにして本決議案を配布すべきでありますが、時間もありませんので社会大衆党の金城吾郎議員にそれを朗読していただきたいと思います。それにより御了解を得て本案を承認していただきますようお願いいたします。　　以上。






○２１番議員（金城　吾郎君）

　ただいま２４番の議会運営委員長から御説明がありましたが、決議案を朗読いたします。

与儀公園用地の確保に関する要請決議

　１９６４年５月８日アメリカ民政府は与儀公園用地内に英語商業高等学校を建設する計画があると発表し、最近このことが報道されるに及んで市民の大きな不満をかつている。

与儀公園用地は１９５６年、都市計画法に基づき公園としての地域指定がなされているが財政の裏づけなく、ために建設はおくれ今日に至つている。一方該用地には公共建物の建設が相次ぎ、１９６１年にはついに地域指定の変更を余儀なくされ、その面積は三分の一に縮少されるに至り、総合的な公園建設に大きなブレーキとなつた。これがさらに縮少されることは那覇市の公園計画に多大の支障を来すものである。

近代都市における公園の必要性、その重要性はいまさら強調するまでもなく、戦禍により灰じんに帰した沖繩においてはなおさらであり、これが早期実現は施政権者も当然の責任としなければならない。

那覇市は１９６５年度において該用地の整備のため日本政府援助を得て、１１万５，０００ドルに及ぶ予算を計上し、工事施工の運びとなつている。

このような中で該用地に学校建設の計画ありと発表することは那覇市の都市計画をなしくづしにし、根本からこれを否定するものであり、その意図が那辺にあるか疑わざるを得ない。

またこの学校建設は教育委員会も周知しないものといわれ、キヤラウエイ前弁務官の教育権介入にさらに輪をかけるものであり許し難いものである。

よつて那覇市議会は市民の総意に基づきアメリカ民政府が与儀公園用地内における商業学校建設計画を撤回し、市民のいこいの場としての公園建設が既定に従つてすみやかに実現されるよう強く要請するものである。

以上決議する。

１９６４年８月１７日　　　　那覇市議会

あて先は琉球政府、高等弁務官、民政官、立法院議長、そこには先ほど２４番議員から説明がありましたとおりかがみをつけてやりたいと考えております。






○議長（高良　一君）

　質疑討論を省略して採決に入ります。日程追加第２、与儀公園用地の確保に関する要請決議につきましては可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）　　御異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。なおこれは全員提案になります。

（「２番関連して」という者あり）






○２番議員（森田　孟松君）

　当局にお伺いいたします。この問題と関連いたしまして、せんだつての都市計画審議委員会において　本院が現在の古波蔵副主席、当時は計画局長として御出席なさつておられたのでありますが、この那覇市の都市計画によつて確保されておる公園の予定地が、民政府の一方的な指示によつてこれが学校敷地として指定されて公園予定地がぐんと縮少されると、こういうことでは那覇の都市計画は結局なしくずしにされるから都市計画審議委員会として建議案を出してこれの確保の意思表明してもらいたいということを申し上げたら、当時の古波蔵計画局長は今の高等弁務官じやぐわいが悪い、近き将来高等弁務官がかわるんだからそのときに何とかやろうというふうなことになつて、当時の私の案は取り上げられなかつたのでありますが、その間当局といたしましては今要請決議になつた与儀の公園予定地の確保について民政府と、あるいは琉球政府といろいろ話し合つたことがございますか。

どうなつておりますか、その辺についてお伺いしたいと思います。






○番外（第二助役　新里　義徳君）

　お答えいたします。先ほどの要請決議案の内容についてはおわかりだと思います。これは１９６４年５月８日午前１１時に財産管理課におきまして財産管理課長のシーハンさんが説明しておりまして、そこには琉球政府、那覇市も呼ばれまして出席したわけでございます。

その当時のいきさつはもちろん市当局といたしましては学校を建てることについては反対ではないけれども、公園用地に建てるということは考慮してもらいたいと要望は出しました。それに対しまして政府といたしましても公園用地に学校ができるということは考えなくちやあらんので、政府としては別にそれ以外の土地はあるということを申し上げておりましたが、最後に那覇市といたしましても変更する意思があるかどうかということをシイハン課長に聞きましたら、今のところないという答弁をしておりました。

それにつきましてただいま２番議員の森田さんの御質問でございますが、せんだつての都市計画委員会においてその問題が出ました、で、今おつしやつたとおりのことは当時の計画局長、今の古波蔵副主席でございますが、確かそういつておられましたが、それにつきましてはその学校の内容、あるいは運営の面、そういう点につきましては文教局の管轄でありますので、その内容につきましては市当局は触れておりませんが、先ほど当時の古波蔵計画局長が言つておられましたことは私も聞いておりましたが、その時期の問題がございまして、古波蔵局長がやろうということを言われておりました時期はその後どうなつたか、あるいは交渉したかどうかということにつきましてもこちらとしてはまだ何も聞いておりません。




○１７番議員（宮里　敏慶君）

　先の大山議員の質問に関連いたしましてお尋ねいたします。

（「議長一般質問になるのか」という者あり）

（「日程外になりますよ」という者あり）　（議場騒然）






○議長（高良　一君）

　日程外ですから１７番議員の発言はお控え願います。

それから旧沖繩興業銀行清算についての陳情がまいつております。この陳情内容から見ますと１３４名の株主が、債権者はほとんど那覇市におるというような内容になつておりますから、これは那覇市の市民の福祉という面から見まして総務委員会に付託し議会閉会中の継続審査とします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　それでは本日はこれをもつて閉会することにいたします。

どうもありがとうございました。



（午後零時３５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




上会議録を調製し署名する




１９６４年８月１７日




議長　　　　　高良一　　　　㊞




署名議員　　　楠見長礼　　　㊞




署名議員　　　喜久山朝重　　㊞
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